














































































































































































































ﾏ震研究 耐震研究 耐震研究 耐震研究 耐震研究 耐震研究
最大積載重量 500kgf 4．5tf 2tf 20tf 5tf 10tf 35tf 20tf 75tf 100tf
加　振　方　向 三次元 三次元 三次元 三次元 三次元 三次元（六次元〉 三次元（六次元） 三次元 三次元 三次元
テーブル寸法 11n×1m3m×3m2m×2m5m×5m2．5m×2．5m4m×4m4．5m×4．5m4m×4m6mX6m7m×7m






Nチュエータ 平面静圧継手 平面静圧継手 平面静圧継手
x方向 ±25mm ±100mm ±50mm ±254mm ±50mm ±100mm ±100mm ±200mm ±200mm ±75mm
最大変位 y方向 ±25mm ±100mm ±50mm ±254mm ±50mm ±100mm ±100mm ±200mm ±200mm ±75mm
z方向 ±25mm ±100mm ±25mm ±254mm ±50mm ±100mm ±67mm ±100mm ±100mm ±50mm
x方向 ±25c皿／s ±64cm／s ±35cm／s±89cm／s±75cm／s±100cm／s＊1± 00cm／s±21cm／s??






x方向 ±1G ±2G ±1G ±1（±2）G ±1．5G ±1．5G ±0．8G ±1．2G ±2G最大加速度
i最大積載
@量時）
y方向 ±1G ±2G ±1G ±1（±2）G ±1。5G ±1．5G ±0．8G ±1．2G ±2G
z方向 ±1G ±2G ±1G ±1（±2）G ±2．9G ±1G ±0．8G ±1．2G ±1．2G
使用周波数 DC～100HzDC～40HzDC～30Hz 0．5～100HzDC～60HzDC～50HzDC～50HzDC～50HzDC～50Hz
計　測　点　数 50ch 28ch 64ch 96ch 64ch 300ch 128ch
完成時期（昭和） 53年 56年 57年 57年 57年 58年 57年 58年 60年（計画） 60年（計画）



















































































































中部大学 一次元冝@　立 2×1．5 3．0 ±100
1989
































































































































































































水平方向 ±125mm4 最大振巾 上下方向 ±75mm
水平方向 ±60cm／s（単独加振時）5 最大速度 上下方向 ±40cm／s（単独加振時）
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も10％程度大きくなっている。
　ディジタル制御による正弦N波加振の再現性は，お
おむね良いものの，波数（N）が少ない場合，あるいは振動
数，振幅レベルによっては，注意すべき領域もあるよう
に思われる。
　以上の性能試験によっても，この二次元振動台は，振
動数特性，振幅特性等の加振制御性・再現性が優れてお
り，高い波形精度を有していることが確認できている。
　3．3　データ収録・解析装置
　データ収録・解析装置は，動ひずみ測定器，パーソナ
ル・コンピュータ・システム，A／D変換器，光ディス
ク装置等によって構成されている。多チャンネルのデー
タ収録とその解析処理が可能で，パーソナル・コン
ピュータの採用により，操作性の向上を図っている。
3．3．1　データ収録・解析装置の機能
本装置には，以下の機能がある。
①大量のアナログ・データをDMA（ダイレクト・メ
　モリ・アクセス）方式により，光ディスク装置に高
　速，かっ連続的に収録できる。
②光ディスク装置は，4つの領域に分割使用でき，1
　領域あたり64MBのデータを収録できる。
③収録したデータは，同時に2チャンネルの高分解能
　（最大4096ポイント）のFFTを含んだ次のような
　データ解析が可能である。
　◇時系列領域　・時系列波形
　　　　　　　　・自己相関
　　　　　　　　・相互相関
　　　　　　　　・衝突応答（インパルス・レスポン
　　　　　　　　　ス）
◇振動数領域
④解析結果は，画面形式（1図面形式，
　重ね書き形式，ナイキスト形式），グラフ形式（基本
　形，ボード）で表示でき，プリント・アウトするこ
　とができる。
・フーリエ・スペクトル
・パワー・スペクトル
・リニア。スペクトル
・クロス・スペクトル
・伝達関数
・コヒーレンス
。コヒーレンス・アウトプット・パ
　ワー
　　　　　　　　　2図面形式，
　3．3．2　機器の特徴
　データ収録・解析装置を構成する各機器は，以下の特
徴がある。
　①パーソナル・コンピュータは，耐環境性，連続動作
　　性，拡張性を考慮して，FA（ファクトリ・オート
　　メーション）仕様のNEC－FC9801Xを導入してい
　　る。カラー・ディスプレイ，プリンタ等が周辺機器
　　として付属する。
　②振動測定用に32チャンネルの中継ボックスがある。
　　入力側は実験室フロアーの振動台に隣接し，出力側
　　は制御室内のA／D変換器である。
　③ひずみゲージタイプの振動ピック・アップ（加速度
　　計，変位計）を用い，データ収録・解析装置の動ひ
　　ずみ測定器をアンプ（シグナル・コンディショナ）
　　として使用する場合は，動ひずみ測定器を中継して
　　A／D変換器に接続できる。ここで，アナログ・
　　データがディジタル・データに変換される（図3．
　　21）。
■データ収録・解析装置内の動ひずみアンプを使用する場合■
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Fig．3．21Block　chart　of　detected　analog　data　from　the　vibration　transducer　to
the　A／D　converter
（20）
明治大学二次元振動台と振動実験解析棟
④A／D変換器は，チャンネル数32，分解能12ビット，
　入力電圧±10Vで，　GP－IBを介してパーソナル・
　コンピュータに転送する。
⑤光ディスクにインストールされたデータ収録・解析
　ソフトを用いることで，ランダム波，正弦波別に
　データ収録，データ解析，データ編集ができる（図
　3．22）。すべてのプログラムは，MS－DOS上で管
　理されている。
データ収録
・解析装置
ランダム
振動解析
正弦波
振動解析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ編集
Fig．3．22　Composition　of　the　data　gathering　and
　　　　　analysis　system
⑥⑤により収録されたデータは，光ディスクにインス
　トールされたmicro－RESEARCHERを用いること
　で，加工，グラフ化，レポート作成までの煩雑・高
　度な処理を効率よく行うことができる。micro－
　－RESEARCHERの構成は，図3．23に示すように，
　基本編と3つの解析オプション機能からできてい
　る。
　データの時系列解析，スペクトル解析，指標計算
　処理を行う。
◇グラフデータ解析
　画面上にグラフとデータを同時（マルチウインド
　ウ的）に表示し，両者を対比しながらデータ操作
　やヵ一ブ・フィッテングなどを行う。
　基本編と必要な解析オプションを自由に組み合わ
せることにより，各実験結果の解析に応じて，シス
テムを利用できる。
4．おわりに
　1990年4月の運転開始以来，建築一機械一精密の各学
科のユーザによる振動懇談会（仮称）を中心にして，順
調な研究運営が行われてきている。振動台および解析装
置の運営上の基本としているところは，公開性である。
“誰れでも，いっでも，自由に使える”態勢が重要であ
り，また研究成果の公表が義務づけられている。
　貴重な大学予算が使われている点をも考慮して，学生
の教育実習にも有効に活用する方法も検討中であり，一
部の実験項目は，既に実施中でもある。
　本研究施設の導入，運転実施に当たって，旧工学部研
究委員会（小倉弘一郎委員長）を始めとして学内の多数
の教職員各位に絶大なる支援，援助をうけた。ここに深
く謝意を呈します。
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Fig．3．23　Composition　of　micro－
　　　　　RESEARCHER
◇基本編
　データや図表の統合管理，データ処理とその図表
　化，カーブ・フィッテング，実験レポートの作成
　等の一連の処理を行う。
◇実験統計解析
　表形式のデータの統計解析を行う。
◇波形データ解析
　時系列データ，スペクトル・データのような波形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
